
※金額には消費税が含まれています。

講座名

講師名

講義日時

受講料 会員 11,000 円

（５回分） 一般 13,750 円

講座内容 　

３月８日（金）１０時から受付開始、【7月期】は６月１日（土）１０時から受付開始

　
   民俗を伝える人々の生活や心のありかたへの関心から、日本各地やアジアでのフィールド
ワークを始めて40年以上になります。私たちの生活のなかには、伝承的な民俗文化が時代を
超えて受け継がれています。この講座では、具体的な事例を用いつつ、そこに現れる民俗的
な思考のありかたを考えます。

①4/20　春を迎える祭と神話的時間への回帰―樹木と大猿―
②5/18　海の祭と漁民の信仰―御船祭とアヤナオシ―
③6/15　夏の祭と境界性―大獅子と花火―
④7/20　子供たちが迎える先祖―盆行事と盆綱―
⑤8/ 3　 語られ生き続ける伝承―森神や屋敷神にまつわる伝承から―

Ｎew！はじめて学ぶ民俗学

徳丸　亞木

（筑波大学人文社会系 教授）

第３土曜　１３時３０分～１５時　 ※特定週変更

①4/20 　　 ②5/18　   ③6/15 

④7/20 　※⑤8/3 　 　


